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歴史と現在に感謝 故郷に「笑顔」で恩返し 
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  ８月３日に実行委員会の組織として開催致しました「第３回水郷公園わくわくフェスタ」の際には、多くの

皆様からご支援・ご協力を賜わり誠にありがとうございました。イベント当日は晴天に恵まれ、たくさんの

市民の皆様にご来場いただき、様々なイベントが大盛況のうちに終了できましたこと、重ねて衷心より厚

く御礼申し上げます。 

   

 ６月２９日・３０日には、昨年に士別青年会議所が創立５５周年を迎えた記念事業として、市内小学生を

対象に「とんでんキャンプ」を開催致しました。士別市の歴史を学び、先人の生活を体験することで、子供

たちが大きく成長していく姿を目の当たりにし、改めて私達が、この地域・子供たちに「何が出来るの

か？」「何を残さなければならないのか？」多くの気づき、課題を再認識できたところであります。 
  

 今年のスローガン～歴史と現在に感謝 故郷に笑顔で恩返し～のもと、「郷土愛」「感謝の心」「笑顔」を

忘れることなく、地域の問題を見据え、様々な角度から検証し、地域から必要とされる事業へと発展・継

続して参る所存であります。会員一人ひとりが何事にも向上心を持って取り組んでいけば、必ず変化が

生まれ、その変化が今後の士別青年会議所活動をより良い方向へ導くものと確信しております。２０１２

年に引き続き、理事長を仰せつかりました２０１３年も残り３ヶ月となりましたが、大切な仲間達と全力で

走り続ける決意であります。 

  

 皆様方におかれましては、今後ともご理解とご協力、更にはご指導・ご鞭撻を賜りますようお願いを申

し上げ、ご挨拶と致します。 

創立５５周年記念事業 「とんでんキャンプ」 
 

 ６月２９、３０日の２日間、創立５５周年記念事業の第３弾として市内の小学４、５年生を対象とした体験事業

「とんでんキャンプ」を開催いたしました。 

 参加していただいた希望溢れる子どもたちはもちろんのこと、ご協力賜りました各事業所様、諸先輩方の 

尽力で無事成功裏に終わらせることができたことに感謝申し上げます。 

 また、参加された子どもたちが、屯田兵最後の入植地に住まう士別市民として「フロンティアスピリッツ」を 

忘れることなく立派に成長されることを心から祈念申し上げます。 
 



第２回士別志民栄誉賞  受賞者紹介 

士別出身のシンガー 小松和子さん 
 旧士別高校卒業後１９９６年に札幌のライブハウス「札幌ケントス」

で歌いはじめ、ボーカルとして音楽活動をスタート。09年にオリジナ

ルＣＤ「ススキノで会いたい」をリリースし、現在は札幌のライブハウ

スでライブ活動を行っているほか老人福祉施設での音楽教室や道内

各地のイベントに出演しています。 

 小松さんは「何より好きな歌を歌って、このような名誉ある賞をいた

だけて感激しています。まだまだやりたいことがあるので、これからも

精進していきたい」と喜びを語っていました。 
 
「士別志民栄誉賞」 

社団法人士別青年会議所創立５５周年を記念して設立された。 

様々な分野で積極果敢な活動や挑戦を続けている市内の若者を地域一体となって

応援していく目的で創設。シンボルマークは公募により豊田市の小野健さんが考案

したものを採用。審査は当青年会議所メンバーほか、公共団体代表者、外部有識者

らによる「士別志民栄誉賞選考委員会」で行われる。 

例会、事業紹介 

新年交礼会 
  

 １月13日の午後６時より、士別グランドホテルにて開催しました。 

 2012年度に引き続き、理事長に就任した第57代理事長大橋直

幸君が「昨年は55周年という大きな節目を迎えることができたが、

大事なのはこれから。ＪＣ活動の火を絶やしてはいけないという強

い意志のもと頑張っていきたい」と力強く所信表明を行いました。 

第58回しべつ雪まつり  
 
 ２月２、３日の２日間、市内のあすなろ公園にて開催されました。 

 ２日は「わくわくかまくらンド」を実施。大勢の子どもたちの参加があり、

かまくらづくりを楽しんでもらったほか、もちつきや豆まきも行い元気な

歓声が会場に響きました。 

 翌３日には恒例の「第14回国際雪ハネ選手権」を開催。一般の部27

チーム、女性の部８チームのほかエキシビションで高校生５チームが

出場し、雪まつり会場の熱気はピークに。吹雪に見舞われる中、選手

たちが雪かき用のスコップを手に白熱した戦いを繰り広げました。 
 

 

「学んで実践！救命処置」 
 

 ５月14日、士別市民文化センターにて普通救命講習会を受講しました。 

 講師に士別地方消防事務組合消防署警防２課主査の三宅淳悟様、

同課主任の酒井歳則様の２名を招き、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の

使用方法や心肺蘇生法の心得など、座学と実演を交えて学びました。 

 ３時間にわたりしっかりとご指導をいただき、講習会の最後にはメン

バー一同に修了証が配られました。 



 第３回水郷公園わくわくフェスタ 
 

 ８月３日に開催。抜けるような青空の下、つくも水

郷公園の特設会場で開かれたイベントに市内外か

ら大勢の家族連れなどが来場しました。 

 メーンイベントであるチャリ１グランプリのほか、さ

ほっちマーケットやアクアボール体験、市内の各事

業所様に出店いただいた屋台ブースも盛況でした。 

 また、今回新たに企画した「パークゴルフ大会」、

多くの子どもたちに参加をいただいた「水鉄砲バト

ル」「ペットボトルロケットづくり」など、水郷公園にか

つてのにぎわいを取り戻した１日となりました。 

 今回４回目を迎えたチャリ１グランプリは、今年は

個人戦を行い、一般の部30人、女性の部10人が出

場。一般の部では士別市の藤澤迪弥さん、女性の

部では札幌市の黒川華里奈さんが優勝しました。 

 
 

「わくわくスピーチトレーニング」 
 
 ２月27日、士別市民文化センターにて行いました。 

 くじで題目を選び、制限時間３分間のなかでスピーチを行うトレーニン

グを実施し、新入会員の基礎知識等の習得、既存メンバーも知識の再

確認を行いました。 
 

「輝くふるさとマーケット」  

 

 ７月15日、中央通（大通東６丁目）特設会場にて開催しました。 

 地域ブランドの推進を目的として、士別が誇る特産品を各諸団体や

地元企業とともに出店。士別ＪＣは士別産サフォークラム串・恋し羊（た

よろ産春小麦焼酎）を販売したほか、ＢＬＵＥ ＳＥＥＤＳ様、上士別をき

ずこう会様の商品も併せて販売し、多くのお客様が訪れました。 

創立記念例会 
 

 ７月28日、士別グランドホテルにて開催しました。 

 総務情報推進委員会のメンバーによるセレモニーの後、各委員会の委

員長による本年度の事業報告が行われました。ご来賓の方々、シニアクラ

ブ先輩諸兄に多数出席していただき、ご高説を賜りました。 

第38回理事長杯少年野球大会 
 

 ９月22、23日の２日間、市内のふどう野球場、名寄市営球場にて開催しました。 

 士別市のほか和寒町、剣淵町、名寄市、風連町から計９チームが出場し、

トーナメント戦で熱い戦いを繰り広げました。 

 決勝は士別九十九野球少年団と昨年優勝の名寄ピヤシリ西クラブ野球少年

団が対戦し、士別九十九が10－０で優勝を果たしました。 



今後の予定 
  ・公開例会 「まちづくり講演会～深めよう故郷愛」 

   10月25日（金） 午後７時～午後９時、士別市民文化センターにて開催。 

   市民の皆様も一緒に、牧野勇司市長とまちづくりを語りましょう！ 

  ・空き店舗活用事業「ＳＵＹＡ－ＳＵＹＡねぞうアート展」 

   11月17日（日） 開催予定。   

   お子様の可愛らしい寝相を生かした写真アート展です！ 
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大橋 直幸  （株）なかむら 

千葉 洋介  （有）千草生花店 

上野   純   （株）泉谷 

富田 克彦  （有）富田調理部 

菊地   仁   （株）ミタツ 

福島 和秀  （業）北部ガスセンター 

松本   淳  大野土建（株） 

尾崎 文映  （有）学海堂書店 

小野寺直人   ジュエリーおのでら 

橋爪   愛   士別市役所 

尾形 良喜  （有）かねしん尾形 

萩尾 健児  日本郵便（株）士別郵便局 

吉田   航  （株）北都新聞社 

渡邉一太郎  北星信用金庫士別北支店 

平野 靖騎  かわにしの丘しずお農場（株） 

鳴海 直樹  髙橋建設（株） 

新山 徳一  （業）北部ガスセンター 

鈴木 春樹  鈴木建設（株） 

滝上 聡典  士別市役所 

小田切昌美  スナックＬＡＢＩＯＳ 

  （準会員） 

新入会員紹介 

氏   名  渡邉 一太郎 

生年月日  昭和６２年１２月２９日 

勤  務 先  北星信用金庫士別北支店 

趣      味  ソフトテニス 

氏   名  平野 靖騎 

生年月日  昭和６０年５月１３日 

勤  務 先  かわにしの丘しずお農場（株） 

趣      味  パソコン 

青年会議所（Junior Chumber）とは 

 青年会議所（略称ＪＣ）は、『奉仕』『修練』『友情』

を活動の基本に置き、明るい豊かな社会づくりの

ため、まちづくりを初めとする様々な活動を行って

いる市民団体です。ＪＣには、男女を問わず２０歳

から４０歳までの、ひと・まち・地球・世界を愛し、活

動できる人なら誰でも入会できます。 

 士別青年会議所では、この地域に必要なことや

より良くなることを時には行政や民間団体と連携し

て実施し、魅力的なまちづくりを目指して活動して

います。また、会員間の交流を深めるための事業

や会員の自己修練となる機会も積極的に設けてい

ます。 

奉仕 

「まちづくり」 

修練 

「ひとづくり」 

友情 

「なかまづくり」 

  《士別青年会議所では、会員を募集しています》 

今しかできない経験がたくさんあります。 

あたらしい自分を発見しませんか？ 
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